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２．さまざまな水害リスク情報

※水災害リスクコミュニケーションポータルサイト

※浸水ナビ ※重ねるハザードマップ

※さまざまな水害リスク情報（R6.3）
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デジタルマイタイムラインについて



「デジタル・マイ・タイムライン」について

■「デジタル・マイ・タイムライン」とは

〇「マイ・タイムライン」は、水害・土砂災害等に備えて、「いつ」・「何
をするのか」をあらかじめ整理した自分自身の避難行動計画です。

〇「デジタル・マイ・タイムライン」は、デジタル技術を活用し、「マイ・
タイムライン」の取組をさらに推進させる取組です。

〇講習会・ワークショップを開催し
アイデアを出し合いながら作成

〇地域の助け合いが進む

従来のマイ・タイムラインの取組 デジタル技術を活用した取組

〇スマートフォンを使って
好きな時間・場所で
「マイ・タイムライン」
を作成できる

〇作成したマイタイムラインを
目につきやすい場所に保管

※差替え

〇ハザードマップから自宅の浸水深
等のハザードを確認

〇住所を入力するだけで、
簡単にハザードを確認できる

〇スマートフォンに登録・保存でき
いつでも確認・更新できる

〇予め自分が設定したタイミングで
プッシュ通知が届く

デジタル技術の
融合

デジタル・マイ・タイムライン
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■「デジタル・マイ・タイムライン」の普及について

【防災アプリの例（Yahoo!／防災タイムライン）】

〇「デジタル・マイ・タイムライン」の普及にあたり、全国のモデル地区で
ワークショップを開催しています（令和３年度は４地区で実施）。

〇ワークショップでは、防災アプリを用いたマイ・タイムラインの作成体験
を行い、課題等を整理しています。

・

モデル地区でのワークショップの例
（2021年11月茨城県常総市）

Yahoo!防災速報
アプリに

含まれる機能

平時に
防災タイムライ

ンを作成

災害時は
プッシュ通知が

届く

■防災アプリついて

【アンケート結果概要】
・参加者の約８割以上が「デジタル・マイ・
タイムラインは役に立つ」と回答

・有効と思った機能で回答が多いものは以下
①スマホでマイ・タイムラインを作成・保
存できる機能

②ハザードを確認できる機能
③行動開始のタイミングを知らせる機能

〇「デジタル・マイ・タイムライン」の取組では、民間企業の防災アプリを
使用します。

〇普段使っているスマートフォンやタブレットを使って、簡単に入力・更新
することができます。

・
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令 和 ６ 年 ４ 月 ２ ５ 日 

水管理・国土保全局 防災課 

子ども向けの防災学習ポータルサイトを新たに公開 
～防災教育ポータルをリニューアル！～ 

【防災教育ポータル】 

理科、社会、総合的な学習の時間等の授業において児童・生徒が防災を学

ぶことができる素材を掲載している「防災教育ポータル」を平成３０年３月

より公開しています。このポータルサイトでは、各教科の学習内容に対応し

た子ども向け動画をはじめ、子ども達が楽しみながら防災行動を学べるカー

ドゲーム、水害等の避難訓練や防災教育を実施する際のポイントを示したガ

イドブック等を掲載し、学校や地域における防災教育を支援しています。

【主なリニューアル内容】 

①子ども向けページを新たに作成し、「防災学習ポータルサイト」として公開
※アプリ等へのリンク掲載を希望する民間事業者等におかれては、水管理・国土保全局防災課までご連絡ください。

・ワンクリックで切り替え可能な「防災教育ポータル」も教員向けサイトとして継続

・子どもが自発的に調べ、自ら学習することができるよう、教材・素材の紹介文を分かり

やすく記載

②ユーザーインターフェースの改良により教材の見やすさ改善、検索の利便性向上

・動画を短い時間に分割し、活用しやすいページに再編

・教材、素材の検索の利便性向上

③全国各地の災害に関する写真・動画を追加

・地域における災害に関する写真・動画を追加し、地域ごとに検索できるように掲載

・今後も写真・動画を随時追加していく予定

国土交通省のウェブサイト上で防災教育に役立つ情報・コンテンツを提供している「防

災教育ポータル」を４月 26 日にリニューアルします。 

今回のリニューアルにより、 

・子ども向けページを新たに作成し、「防災学習ポータルサイト」として公開
※「防災教育ポータル」も教員向けサイトとして継続

・ユーザーインターフェースの改良により教材の見やすさ改善、検索の利便性向上

・全国各地の災害に関する写真・動画を追加

等を実施しており、見やすさ、使いやすさを向上させています。 

【問合せ先】 

水管理・国土保全局 防災課 宮下（内線35722）、 工藤（内線35836） 

 電話 代表:03-5253-8111、直通:03-5253-8438 

サイト QR コード
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防災教育ポータルの主なリニューアル内容①

国土交通省のホームページで公開している、児童・生徒が防災を学ぶことができる素材を
掲載している「防災教育ポータル」をリニューアルし、以下の改良を実施
○子ども向けページを新たに作成し、「防災学習ポータルサイト」として公開
○ユーザーインターフェースの改良により教材の見やすさ改善、検索の利便性向上
○全国各地の災害に関する写真・動画を追加

子ども向けページの作成

●ワンクリックで切り替え可能な「防災教育ポータル」も教員向けサイトとして継続
●子どもが自発的に調べ、自ら学習することができるよう、教材・素材の紹介文を分か
りやすく記載

子ども向けページ（左上）と教員向けページ（右下）

子ども向けページ
分かりやすい紹介文

「流れる水の働きと土地の変化について学ぼう」

サイトQRコード
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防災教育ポータルの主なリニューアル内容②

ユーザーインターフェースの改良により教材の見やすさ改善、検索の利便性向上

●動画を短い時間に分割し、活用しやすいページに再編
●教材、素材の検索の利便性向上

【現行】 【改良後】

【現行】約８分の動画
・動画が長い
・要点を整理するのが負担

【改良後】４分割の短時間動画
・テーマごとに分かれておりわかりやすい
・教材として活用しやすい

小学生向け動画
「小学校５年理科 流れる水の働きと土地の変化」
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防災教育ポータルの主なリニューアル内容③

全国各地の災害に関する写真・動画を追加

●地域における災害に関する写真・動画を追加し、地域ごとに検索できるように掲載
●今後も、写真・動画を随時追加していく予定

【現行】 【改良後】
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令 和 ６ 年 １ ２ 月 ２ ４ 日 

水管理・国土保全局河川計画課 

あなたの地域の浸水を察知し迅速な行動へ 

～ワンコイン浸水センサ実証実験の新規参加者を募集します～ 

 

○実証実験の目的

 近年、大雨による浸水被害や河川の氾濫が頻発しており、浸水の状況を迅速

に把握し、災害対応を行うことが重要となっております。そのため、センサを

用いてリアルタイムに浸水状況を把握し防災行動に繋げる仕組みの構築に向

けて、国や自治体、民間企業等の様々な関係者が協力して、センサの特性や情

報共有の有効性等を実証するものです。 

※ こ れ ま で の 実 証 実 験 概 要 等 は 以 下 Ｗ Ｅ Ｂ サ イ ト に 掲 載 し て い ま す 。

https://www.mlit.go.jp/river/gijutsu/wankoinsensa/index.html

○公募内容

（１）対象者

①実証実験実施地区となる自治体（市区町村）

②浸水センサを自ら設置・管理できる企業・団体等（都道府県含む）

※詳細は、別添公募実施要領をご覧ください。

（２）公募期間 

①、②共通：令和６年１２月２４日（火）

～令和７年２月２８日（金）１７時まで 

（３）公募説明会の開催について 

１）開催日時：令和７年１月１７日（金）１４：００～ 

２）開催方法：WEB 会議（Microsoft Teams によるオンライン開催） 

３）参加申込：別添公募実施要領 5.に従い、メールで申し込みください。 

（締切：令和７年１月１５日（水）１７：００まで） 

※報道関係者等の傍聴も可能です。

 

 浸水の危険性がある地域に手頃な価格の小型センサを設置し、リアルタイム

に浸水の有無を把握することが可能となりつつあります。 

このセンサの実証実験を、より有効に行うためには、様々な地域や場所で設

置する必要があります。このため、引き続き実証を行うこととし、新たに参加

する自治体や企業・団体等を募集します。 

【問合せ先】 

水管理・国土保全局 河川計画課 河川情報企画室 

企画専門官 成島(内線 35392)、係長 香川（内線 35394） 

代表 03-5253-8111 直通 03-5253-8446 
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浸水情報をリアルタイムにホームページで公開しています。

国土交通省HP ワンコイン浸水センサ実証実験
https://www.mlit.go.jp/river/gijutsu/wankoinsensa/index.html

浸水発生時の迅速な判断・情報発信に役立つ

ワンコイン浸水センサ実証実験
～ 官民連携による流域の浸水状況把握 ～

ポンプ設置のタイミングや通行可否の判断に
浸水センサを活用

実証実験参加自治体：秋田県秋田市
（令和６年７月9日 浸水状況）

実証実験参加自治体：埼玉県戸田市
（令和６年７月３１日豪雨 浸水状況）

浸水センサ

ワンコイン浸水センサ実証実験の概要
参考資料１

浸水センサ
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官民連携で浸水状況をリアルタイムで把握する仕組みを作っています

官民連携による浸水域把握（活用のイメージ）

・小型
・低コスト
・長寿命

実証実験に用いている浸水センサ

リアルタイムの浸水状況表示システム

国・自治体・企業・大学など、流域内のあらゆる関係者が参加して実証実験を実施中！

小型、低コストかつ長寿命で、流域内に多数の設置が可能な浸水センサ

お問い合わせ先
国土交通省 水管理・国土保全局 河川計画課 河川情報企画室
ワンコイン浸水センサ 担当

E-Mail：hqt-immersion-sensor@gxb.mlit.go.jp

浸水センサを活用することで、浸水範囲や浸水深を早期に
把握することが可能となるため、避難情報発令及び通行規
制の判断や面的な被害状況の把握に繋げたい。

急な浸水や内水氾濫をいち早く把握することで管理施設の
被害防止・軽減、早期復旧に活用したい。

A自治体

B企業

ワンコイン浸水センサ

ワンコイン浸水センサ実証実験参加者の声

浸水センサ表示システムのイメージ（広域＆拡大）

各センサの情報を一元的に収集し、浸水状況を共有するシステム
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